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任
期
満
了
に
伴
う
南
ア
ル
プ
ス
市
議
会
議
員
選
挙
が
11
月
13
日
に

告
示
、
11
月
20
日
投
開
票
の
日
程
で
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
が
ス
タ
ー
ト
し
て
５
期
目
の
市
議
会
議
員
22
人
が
決
定
し
、

11
月
21
日
に
当
選
証
書
付
与
式
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
29
日
に
は
臨
時

議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

新
議
員
の
皆
さ
ん
の
顔
ぶ
れ
を
紹
介
し
ま
す
。 （
敬
称
略
・
得
票
順
）

飯
野 

久
（
い
い
の  

ひ
さ
し
）

①65歳 　 ②1,594  
③市議
④前職      ⑤飯野

【
凡
例
】
①
年
齢
（
届
出
日
現
在
）  

②
得
票
数
（
小
数
点
以
下
切
捨
て
）  

③
職
業  

④
履
歴  

⑤
出
身
地
区

戸
栗 

淳
（
と
ぐ
り  

あ
つ
し
）

①59歳 　 ②1,740  
③会社役員
④新人  ⑤下今諏訪

矢
﨑  

俊
秀
（
や
ざ
き  

と
し
ひ
で
）

①69歳 　 ②1,669  
③市議
④前職      ⑤落合

名
取  

泰
（
な
と
り  

や
す
し
）

①49歳 　②2,210
③市議
④前職  　⑤沢登

新
議
員　

22
人
決
定

南アルプス市

齊
藤 
博
明
（
さ
い
と
う  

ひ
ろ
あ
き
）

①57歳 　 ②1,755  
③市議
④前職      ⑤在家塚

小
池 

伸
吾
（
こ
い
け  

し
ん
ご
）①55歳 　 ②1,614  

③市議
④前職  ⑤十日市場

河
野 

木
綿
子
（
こ
う
の  

ゆ
う
こ
）

①58歳 　 ②1,738  
③市議
④前職      ⑤小笠原

斉
藤  

諭
（
さ
い
と
う  

さ
と
る
）①66歳 　 ②1,601  

③土地家屋調査士     
④前職     ⑤江原
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南アルプス市議会議員一般選挙
　有権者数 58,817人

　投票者数　34,224 人
　　　　　　（男 16,526 人、女 17,698 人）

　投  票  率　 58.19％

　任　　期　平成 28 年 11 月 28 日～

　　　　　　平成 32 年 11 月 27 日

野
中 

国
幹
（
の
な
か  

く
に
も
と
）①69歳    ②1,289

③農業
④新人       ⑤平岡

有
野 

一
成
（
あ
り
の  

か
ず
し
げ
）①63歳 　 ②1,464  

③無職
④新人      ⑤有野

松
野  

昇
平
（
ま
つ
の  

し
ょ
う
へ
い
）

①40歳 　 ② 1,327 
③政党事務
④新人      ⑤飯野

西
野 

浩
蔵
（
に
し
の  

こ
う
ぞ
う
）①78歳 　 ②1,273  

③市議
④前職   　⑤榎原

北
村 

千
代
子
（
き
た
む
ら  
ち
よ
こ
）

①72歳 　 ②1,302  
③会社員
④新人      ⑤小笠原

深
澤 

米
男
（
ふ
か
さ
わ  

よ
ね
お
）①69歳 　 ②1,154 

③市議
④前職   ⑤芦安芦倉

桜
田 

力
（
さ
く
ら
だ  

ち
か
ら
）

①64歳 　 ②1,296  
③農業
④新人   ⑤下市之瀬

花
輪 
幸
長
（
は
な
わ  

ゆ
き
な
が
）①67歳 　 ②1,172  

③農業
④新人      ⑤十五所

花
輪 

進
（
は
な
わ  

す
す
む
）

①67歳 　 ②1,269  
③市議
④前職      ⑤十五所

４

村
松 

三
千
雄
（
む
ら
ま
つ  

み
ち
お
）

①69歳 　 ②1,521  
③農業
④新人      ⑤桃園

三
木 

充
（
み
き  

た
か
し
）

①63歳 　 ②1,466  
③農業
④新人      ⑤鏡中條

中
込 

恵
子
（
な
か
ご
み  

け
い
こ
）①63歳 　 ②954  

③市議
④前職      ⑤西野

清
水 

重
仁
（
し
み
ず  

し
げ
ひ
と
）①67歳 　② 1,117

③市議
④前職     ⑤百々

小
林 

敏
徳
（
こ
ば
や
し  

と
し
の
り
）

①66歳 　 ②911  
③市議
④前職      ⑤有野
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職
員
の
給
与
・
定
員
等
の
状
況
の
公
表

住民基本台帳人口
（年度末）

歳出額
Ａ

人件費
Ｂ

人件費率
（B／A）

（参考）
平成26年度の人件費率

実質収支区　分

平成27年度 72,305
人 千円 千円 千円 ％ ％

29,063,918 1,652,253 4,732,589 16.3 16.9

人件費の状況(普通会計決算）

（注）住民基本台帳人口は外国人を含み、人件費には、市議会議員、農業委員、自治会長等の各種行政委員の報酬が含まれる。

職員数
A 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

１人当たり給与費
B／A

給　与　費
区　分

平成27年度 555
千円千円千円千円千円人

2,112,837 366,644 827,712 3,307,193 5,958

職員給与費の状況(普通会計決算)

（注）        　　　　　職員手当には退職手当を含まない。

決定初任給 採用2年目経過日　給料額
南アルプス市

区　分

一般行政職

消　防　職

単純労務職

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒
高校卒

176,700 円
144,600 円
200,800 円
162,900 円
142,000 円

188,600 円
153,000 円
213,000 円
176,800 円
150,300 円

職員の初任給の状況 ［平成28年４月１日現在］

区　分
南アルプス市
山梨県

平成26年度
99.1
100.3

平成27年度
99.9
100.6

ラスパイレス指数の状況

（注）ラスパイレス指数は、地方公共団体の一般行政職
　　  の給料月額と国の行政職俸給表（一）の適用職員
 　　 の俸給額とを学歴別、経験年数別にラスパイレス
        方式により対比させ比較し算出したもので、国を
       100としたもの。

区　分

一般行政職

消　防　職

単純労務職

平均給料月額（円）

324,700 円

324,600 円

242,300 円

平均給与月額（円）

384,800 円

408,400 円

263,200 円

平均年齢（歳）

42.2 歳

39.8 歳

41.1 歳

職員の平均給料月額、平均給与月額及び
平均年齢の状況

南アルプス市
（平成28年度支給割合）

国
（平成28年度支給割合）

区　分

期末手当
勤勉手当 6月期

12月期
計

 期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

 勤勉手当
0.800月分
0.800月分
1.60月分

6月期
12月期
計

 期末手当 
1.225月分
1.375月分
2.60月分

 勤勉手当
0.800月分
0.800月分
1.60月分

職員手当の状況

※詳細については、市のホームページに掲載しています。

給料月額区　分

給　料

報   酬

市　長
副市長
教育長
議　長
副議長
議　員

　　560,000  円
　　448,000  円
　　404,600  円

400,000  円
360,000  円
350,000  円

特別職の報酬等の状況 ［平成28年４月１日現在］  第3次南アルプス市定員適正化計画の数値目標と実績

［平成28年４月１日現在　給与実態調査より引用］

（平成28年4月1日～平成32年4月1日）における定員管理の数値目標

平成27年4月1日 職員数

平成32年4月1日 職員数

削減数

削減率

628 人

　　615 人

 　　△13 人

　　△2.1 ％

本
市
職
員
の
給
与
・
定
員
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
条
例
に
基
づ
き
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

        目 標　

（注）給与改定前の給料額である。
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議　会
総　務
税　務
労　働
農　水
商　工
土　木
民　生
衛　生
小　計
教　育    
警　察    
消　防    
小　計    
病　院
水　道
交　通
下水道
その他
小　計

4人
124人
28人
0人
29人
  12人
39人
134 人
36人
406人
62人
- 　
85人
147 人
-　 
32人
1人
10人
32人
75人
628 人

4人
117人
28人
0 人
30人
13人
37人
132 人
35人
396 人
63人
- 　
87人
150 人
- 　
32人
1人
10人
32人
75人
621 人

0
     △ 7
　 0
0

     1

   △ 2
△ 2
△ 1
△ 10
　      1

-  
　 2
     3
-   

0
0

     0
     0
  △ 7

事務の統廃合縮小、欠員不補充

業務増

業務増

平成27年
職　員　数区　分

合　　計

部　門
主な増減理由対前年

増減数平成28年

門
部
政
行
般
一

別
特

門
部
政
行

等
業
企
営
公

門
部
計
会

※職員の条例定数については、平成28年3月に718人から666人に改正しています。

部門別職員数の状況と主な増減理由 ［各年4月1日現在］

項　　　目

親子や職場の仲間同士で、１日を楽しんだ

職場における各種厚生活動に対し、
助成を行った

親子や職場の仲間同士で楽しむコンサート・
イベント等への参加について、助成を行った

概　　　　要 対象者 実施場所

   51 人

職場の仲間と楽しく
元気回復
家族と楽しむ
レクリエーション
コンサート等の
芸術作品を楽しむ

553 人各地 年間

145 人

互助会員 
（全職員）

10月互助会員 
（全職員） 千葉県

各地 年間互助会員 
（全職員）

期　日 参加者数

福利厚生事業（南アルプス市職員互助会）の状況 ［平成27年度］

戒告 減給 停職 免職 合計

懲戒処分数 ［平成27年4月1日～平成28年3月31日］ 処分事由別懲戒処分者数 ［平成27年4月1日～平成28年3月31日］

区分（研修名）

山梨県市町村研修所研修 階層研修、能力開発研修、支援研修等

コンプライアンス研修、メンタルヘルス研修、
タイムマネジメント研修、議会答弁能力向上研修等

該当者および希望者

該当者および希望者市町村アカデミー、荒川区ビジネスカレッジ、
日本人事行政研究所、先進施策調査研修等市町村アカデミー等研修

計

内　　容 対象職員（階層等） 参加者数

360 人

職場内研修 該当者および希望者    259 人

60 人

      679 人

○主な研修実績

職員研修の状況 ［平成27年度］

法令違反（法第29条第１項第１号）

職務上の義務違反又は怠慢（法第29条第１項第２号）
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行（法第29条第１項第３号）

※法とは、地方公務員法をいいます。 合　　　　　　計

区　　　　　　分 合計

-   

免職停職減給戒告

-

-
-

-

(2)
2

2   

※処分者数は、処分件数に着目して計上したものであり、延人数です。

        1 業務増

     0

-   2   -   -   2
-

-
-

-
-

(2)
2

2
-

-
-

-

事務の統廃合縮小、欠員不補充
事務の統廃合縮小、欠員不補充

欠員不補充

業務増

○主な研修実績
○概要　会員数／630人　事業実績総額／11,709千円　公費負担額／3,650千円
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生
活
に
関
す
る
お
困
り
ご
と

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
福
祉
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会
の
つ
な

が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今
、
子
育
て
や

介
護
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
な
ど
、

支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と
、
行
政
や
専

門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
お
困
り
ご
と
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
ま
す
。

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
実

情
を
よ
く
知
り
、
福
祉
活
動
な
ど
に
理
解

が
あ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人
が
対
象

と
な
り
、
地
域
の
推
薦
を
受
け
て
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
民
生
委
員
法
で
は
、
個
人
の
秘
密
を
守

り
、
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
個
人
の
私
生
活
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
活
動
上
知
り
得
た
情
報
に
つ
い

て
は
、
委
員
退
任
後
ま
で
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・高齢者のいる世帯
・障害者のいる世帯
・生活に困窮している
  世帯 
・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯
・母子・父子家庭
・その他の世帯

担当区域

世帯状況把握

情報提供

相談・援助

民生委員・児童委員民生委員・児童委員

・虐待の早期発見、予防
・ＤＶ、いじめ、不登校等
  世帯の抱える問題の把握

・世帯が必要としているサー
ビスについて情報 提供

・各種相談　・見守り支援
・福祉サービス利用支援
 （在宅福祉、生活費
子育て支援等）

地
域
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

連携・協力

連携・協力

連携・協力

連携・協力

・市町村
・福祉事務所
・社会福祉
  協議会 
・児童相談所
・保健所
・教育委員会
・学校
・保育所
・児童館
・医療機関
　　　　など

関係機関

民生委員・児童委員のマーク
　幸せのシンボルである四つ葉の
クローバーの中に、民生委員の「み」
の文字と児童委員を示す双葉を組
み合わせ、平和のシンボルの鳩を
かたどって、愛情と奉仕を表して
います。

ご存知ですか？ 地域の身近な相談相手

「民生委員・児童委員」
民生委員・児童委員は、地域の身近な相談相手です。
その人の立場に立って、一緒に考え、誰もが安心して暮らせる地域づ
くりのために、さまざまな活動をしています。
このたび民生委員・児童委員が委嘱されましたので、その活動ととも
に紹介します。

地域の見守りや相談・支援、地域福祉活動などを行っています。
地域住民の立場で相談にのり、必要であれば福祉制度や子育て支援サービスを受けられる
ように関係機関へつなぐ役割をしています。
また、児童福祉に関する事項を専門に担当する主任児童委員がいます。

どんな活動をしているの？

●お問合せ／福祉総合相談課　℡.282-7223
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民生委員・児童委員（敬称略）
六　科　戸澤 英子・矢崎 多起子・戸澤 聡・橋本 義光
野牛島　清水 秀幸・新津 米子・深澤 秀・大芝 英子
上高砂　清水 うめ子・水上 一重
下高砂　安部 新太郎・大堀 ゆき子
徳　永　森本 すみ恵・手塚 京子
榎　原　清水 めぐみ・杉山 久子
　源　　森本 直美・金山 英昭・清水 加壽子・堀内 洋 
　　　　名取 正彦・内田 清・小林 幸次・金丸 政義
百　々　小野 俊文・野上 昭太郎・長田 悦子・秋山 康子  
　　　　齊藤 達男・北原 春樹・齊藤 和博
上八田　清野 泉・河西 彰・松田 澄雄
飯　野　飯野 修・中込 悦雄・野沢 和美・五十嵐 有子 
　　　　大島 孝・清水 一長・飯野 金雄・田倉 公惠
　　　　西村 仁男
飯　丘　浅利 富美子・青栁 鏡子・飯野 真也・内田 誠
在家塚　佐野 利子・滝澤 勲・小松 富恵・中込 めぐみ
西　野　長谷部 優・芦澤 英子・㓛刀 たか子
桃の丘　渡邉 榮
今諏訪　飯室 惠・金丸 藤子・手塚 加代子・塚原 典江 
　　　　山下 惠美子
芦倉･安通　㓛刀 秀樹・有野 敏也
下今井　上野 肇・渡邉 光子
鏡中條　上田 一枝・丸山 惠美子・山口 嘉彦・吉澤 碩哉 
　　　　坂本 秀明
寺　部　塚原 久美子・有浦 毅
十日市場　加藤 護・河西 竹子・加藤 東洋雄
加賀美　小野 一永・小堀 靜子・深沢 ゆき子
藤　田　市川 建・市川 富美夫・柴田 里子・五味 たけみ 
　　　　金丸 桃江
浅　原　浅原 知義・飯野 貞子・寄特 文昭
小笠原　渡邉 保美・堀内 忠臣・藤巻 秀子・石川 佳世子 
　　　　竹本 泉・名取 美知子・山本 明美・佐久間 達矢 
　　　　河野 明子・有井 昇・小松 和枝・島崎 進
　　　　川﨑 勝・塚原 浩二・小松崎 くにえ
山　寺　野中 榮子・望月 恵子・小林 ひな子・船津 明
桃　園　中込 美代子・保坂 博夫・光川 明美
上宮地　横内 秀壽・田中 勉・米山 秋子
曲輪田　樫山 直巳・金丸 益子・古屋 昌美
平　岡　川﨑 恵子・長沼 清子
あやめが丘　田淵 和子
上市之瀬　長田 英子
上　野　秋山 俊郎
中　野　深澤 とも子

主任児童委員（敬称略）

新しく委嘱された民生委員・児童委員174名をご紹介します

下市之瀬　櫻田 美佐子
上今井　小林 眞由美・築野 義則
東吉田　萩原 彰
西吉田　市川 敏枝・岩間 麗子
十五所　市川 美智子・澤登 良司
沢　登　保坂 美知子・名取 强
東落合・芦原 　望月 勝美
西落合　新津 友子
西新居　今村 幸治
秋　山　深澤 政樹
湯　沢　深澤 久
塚　原　市橋 美佐子
川上・神ノ木　大木 誠
下宮地　西島 邦子
江　原　荻野 百合子・田中 静雄・石川 惠
鮎　沢　石川 一・中込 操
古市場　秋山 早苗・杉田 礼子
荊　沢　望月 昭子・樋口 順子・佐藤 良子
大　師　西川 正美
清　水　深澤 悦子
宮　沢　望月 孝一
戸　田　土屋 鶴美
田島・天神　小野 節子・野中 治夫
西南湖　丹澤 元和・安藤 ミチ子
和　泉　大木 正
東南湖　加賀美 辰秋・樋口 敏明・有泉 勝彦

八田小学校区　　　清水 初美
白根源小学校区　　矢崎 栄子
白根百田小学校区　市川 孝嗣
白根飯野小学校区　飯田 廣美
白根東小学校区　　鈴木 圭子
芦安小学校区　　　細田 まき子
若草小学校区　　　松田 結香
若草南小学校区　　深澤 美香
小笠原小学校区　　小林 まち子
櫛形北小学校区　　相原 明美
櫛形西小学校区　　横山 基子
豊小学校区　　　　花輪 絹子
落合小学校区　　　武内 節子
大明小学校区　　　岡本 知子
南湖小学校区　　　土屋 学

西

西

吉一一

靜挙

花

廣廣

樋

樋
苗
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民生委員・児童委員はこんな活動も行なっています。

お
や
つ
サ
ー
ビ
ス

　　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
作
っ
た
お

や
つ
を
毎
月
１
回
配
達
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
と
会
話
を
し
な
が

ら
体
調
を
聞
く
な
ど
し
て
、
安
否
や
日
頃

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
か
ら
、「
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
手
作
り
の
お
や
つ
も
お
い
し
い

で
す
。」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
う

れ
し
く
、
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
カ
ー
ド

「
あ
っ
た
か
カ
ー
ド
」の
登
録

　　
「
あ
っ
た
か
カ
ー
ド
」
と
は
、
災
害
時
な

ど
に
、
家
族
以
外
の
支
援
を
必
要
と
す
る

方
が
、
地
域
の
中
で
支
援
を
受
け
る
た
め

の
登
録
制
の
カ
ー
ド
で
す
。

　

民
生
委
員
は
そ
の
登
録
に
携
わ
り
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
な
ど
、
災
害
時
に
何
ら
か
の
支
援
を
必

要
と
す
る
人
の
状
況
を
把
握
し
、
見
守
り

活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
定
例
会

　　

各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
毎

月
1
回
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
の
連
絡
事
項
の
確
認
や
地
域
の
課
題
を

検
討
し
、
情
報
の
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

甲府税務署からのおしらせ  

 
平成 28 年分から所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書には、

 「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。

 
 

  

 
 マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。 

    ご自宅等から e-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。  
 

番 号 確 認 書 類 身 元 確 認 書 類

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
《記載したマイナンバーの持ち主であることを確認でき

る書類》

 ●通知カード

 ●住民票の写し又は住民票記載事項証明書

 （マイナンバーの記載があるものに限ります。）

                                 などのうちいずれか１つ

 ●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証

 ●パスポ－ト　●身体障害者手帳

 ●在留カード

                                などのうちいずれか１つ
  

国税に関するマイナンバー制度の最新情報は、国税庁 HP で確認できます。

 
http://www.nta.go. jp/mynumberinfo/index.htm

  

●お問合せ／

   

甲府税務署

                    

 TEL．055-254-6105（代表）（自動音声でご案内しています。）

 

本 人 確 認 書 類 

★ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は 

 

★ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方は 

 

申告書にはマイナンバーの記載が必要です！



あ
な
た
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
お
分
か
り
で
す
か
？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
昨
年
11
月
頃
に
全
世
帯
に
書
留
で
送
付
さ
れ
て
い
る
通
知
カ
ー
ド
、
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
確
認
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
は
表

面
に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
顔
写
真
、
裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ
、

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
が
搭
載
さ
れ
た
カ
ー
ド
で
す
。無
料
で
取
得
で
き
、身
分
証
明
書
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

●お問合せ／戸籍市民課　℡.282-6032（マイナンバー専用）
9

マイナンバーカードを作ると
こんなときに便利です

●コンビ二交付（全国）セブンイレブン・ローソン・

　※手数料 200 円（市役所窓口 300 円）
　※年末年始を除く　AM6:30 ～ PM11:00

●e-Tax インターネットで税の申告

※専用のカードリーダライタは別途で必要です。

マイナンバーカードを作るには
申請が必要です

　申請には以下の方法があります。
●申請書に必要事項を記入し顔写真を貼って郵送

●スマートフォンやパソコンで申請用WEBサイト 
　にアクセスをして申請

● 市役所本庁舎駐車場入り口
　にある証明用写真機に申請
　 書を持参してＱＲコードを
　読み込んで申請

※送付されている申請書の記載に住所・氏名の変更があった
場合、送付済の申請書は使用できません。市役所で変更後の
申請書をお渡ししますのでお申し出ください。
※マイナンバーカード（個人番号カード）の交付は申請から
約１カ月かかります。平成28年分の確定申告等でｅ-Ｔａｘを
利用する場合は早期の申請をお願いします。

券　面
イメージ

申　請

手数料

有効期限

電子証明書

身分証としての
役割

不要

搭載なし

初回無料
※再交付 500 円

なし

必要

初回無料
※再交付 800 円

（電子証明書搭載の場合は 1,000 円）

発行日に 20歳以上の方：
10 回目の誕生日まで

発行日に 20歳未満の方：
5 回目の誕生日まで

搭載あり
　　※申請時に選択可
　　※有効期限は 5回目の誕生日
　　※15 歳以上の方のみ

顔写真付きの
公的な身分証となるなし

通知カードとマイナンバーカードの違い

詳しくはこちら マイナンバーカード総合サイト

※通知カードの受け取りがまだの方は、戸籍市民課までお問い合わせください。

マイナンバー

マイナンバー

ファミリーマートのマルチコピー
機で住民票・印鑑証明を取得

通知カード マイナンバーカード
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は
、
医
療

と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負

担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
１
年
間
に
払
っ
た
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基
準
額
を
超
え

た
金
額
を
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

支
給
基
準　

平
成
27
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
７
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
に
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方
に
自

　

己
負
担
額
が
あ
り
、
合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
世
帯
。

※

高
額
療
養
費
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ

　

れ
た
金
額
は
、
自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

対
象
者　

支
給
対
象
と
な
る
方
に
平
成
29
年
１
月
上
旬
か 

　

ら
中
旬
に
支
給
申
請
書
、
支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知

　

ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
書
、支
給
申
請
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
、

　

印
鑑
、
振
込
先
の
口
座
が
わ
か
る
も
の
及
び
身
分
が
確

　

認
で
き
る
も
の
を
持
参
の
上
、
平
成
28
年
７
月
31
日
に

　

住
所
の
あ
っ
た
市
町
村
医
療
保
険
窓
口
に
て
申
請
し
て

　

く
だ
さ
い
。

注
意
点　

申
請
の
時
効
は
、
勧
奨
通
知
が
お
手
元
に
届
い

　

て
か
ら
２
年
間
で
す
。
お
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
早
期
の

　

提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
勧
奨
通
知
の
発
送

に
つ
い
て

●
お
問
合
せ
／
国
保
年
金
課  

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
７
２
４
８

　
　
　
　
　
　

　

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
入
札
参
加
資
格
申
請
受
付
事
務
を
独
自
に
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
甲
府
市
を
除
く
県
内
26
市
町
村
と
一
部
事

務
組
合
は
、
平
成
29
・
30
年
度
分
の
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
共
同
受
付
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
共
同
受
付
事
務
は
、
山
梨

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
が
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
各

自
治
体
へ
個
別
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た
申
請
等
を
一
括
し

て
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
も
共
同
受
付
に
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
の
上
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

・
定
期
受
付　

平
成
29
年
１
月
５
日（
木
）〜
27
日（
金
）

・
中
間
受
付　

平
成
30
年
１
月
頃
を
予
定

※

上
記
期
間
以
外
の
随
時
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

申
請
書
等
様
式
の
入
手
方
法　

　

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
及
び
提
出
方
法

　

入
札
参
加
資
格
審
査
の
申
請
は
、
電
子
申
請
（
や
ま
な

し
く
ら
し
ね
っ
と
）
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
や
む
を
得

な
い
場
合
は
、
紙
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。）

　

添
付
書
類
の
提
出
は
、
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

宛
て
に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
・
30
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
の
共
同
受
付
に
つ
い
て

　

こ
の
大
会
は
、
関
東
８
都
県
男
女
各
33
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
日
世
南
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
を
発
着
・ 

中
継
点
と

し
て
、
櫛
形
総
合
公
園
内
及
び
一
般
道
路
に
周
回
コ
ー
ス

を
設
定
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

開
催
に
伴
い
、
会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
駐
車
場
を
含
め
た
公
園
や
周
辺
施
設
、
道
路
を

ご
利
用
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

南
ア
ル
プ
ス
市
内
か
ら
も
、
櫛
形
中
学
校
・
白
根
巨
摩

中
学
校
が
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
２
日（
金
）
大
会
準
備
・
参
加
校
試
走

　
　

３
日（
土
）
監
督
会
議
・
開
会
式（
総
合
体
育
館
）

　
　
　
　
　
　
　

参
加
校
試
走

　
　

４
日（
日
）
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　
　
　

女
子
ス
タ
ー
ト　

10
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　

男
子
ス
タ
ー
ト　

11
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
大
会
終
了
予
定
時
刻　

13
時
）

　
　
　
　
　
　
　

閉
会
式
（
雨
天
時
：
総
合
体
育
館
）

・
沿
道
へ
の
無
断
駐
車
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

・
コ
ー
ス
の
横
断
は
役
員
の
指
示
に
従
い
、
レ
ー
ス
に
影

　

響
を
与
え
る
よ
う
な
行
動
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

・
コ
ー
ス
内
へ
の
進
入
や
コ
ー
ス
内
に
立
ち
止
ま
っ
て
の

　

応
援
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

第
25
回 

関
東
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

●
お
問
合
せ
／
県
小
中
学
校
体
育
連
盟
陸
上
競
技
専
門
部

　
　
　
　
　
　

委
員
長  

向
山
（
甲
府
北
東
中
）

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
５
３
）
　
１
３
８
８

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長  

矢
﨑（
甲
西
中
）

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
１
０
５
２

●
提
出
・
お
問
合
せ
／
市
町
村
総
合
事
務
組
合  

業
務
課

　

〒
４
０
０
ー

８
５
８
７  

山
梨
県
甲
府
市
蓬
沢
１
ー

15
ー

35　

　

山
梨
県
自
治
会
館
２
階　

     

電
話
（
２
３
５
）
　
３
２
３
７
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100歳祝

お

めでとう！

 青柳  もとよ さん （下今井）

　

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
生
ご
み
の
約
80
％
は
水

分
で
す
。  

水
分
が
多
い
と
ご
み
出
し
が
困
難
な
だ
け
で
な

く
、
ご
み
焼
却
施
設
で
の
処
理
経
費
も
大
幅
に
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥
化
の
た
め
に
、
生
ご
み
処

理
機
（
容
器
）
の
購
入
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
者　

本
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る

　

方
。
生
ご
み
の
減
量
化
及
び
堆
肥
化
を
目
指
し
、
積
極

　

的
に
生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）
を
利
用
し
て
い
た
だ
け

　

る
方
。

生
ご
み
処
理
機(

容
器)

購
入
補
助
制
度
の
お
知
ら
せ

 長澤  立子 さん （小笠原）

●
お
問
合
せ
／
環
境
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
０
９
７　
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対
象
者　
自
動
車（
軽
）
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
次
の
方

・ 
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定

・
戦
傷
病
者
手
帳
特
別
・
第
１
・
第
２
項
症

助
成
内
容　

平
成
28
年
１
月
〜
12
月
分
の
自
動
車
燃
料
費

集
団
受
付
日

○
１
月
５
日（
木
）　

10
時
〜
15
時　

昭
和
町
総
合
会
館

○
１
月
６
日（
金
）、
12
日（
木
）　

10
時
〜
15
時　

　

甲
斐
市
敷
島
総
合
文
化
会
館

○
１
月
11
日（
水
）、
16
日（
月
）、
19
日（
木
）、
27
日（
金
）

　

９
時
30
分
〜
16
時　

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

○
１
月
13
日
（
金
）、
17
日（
火
）　

10
時
〜
15
時　

　

南
ア
ル
プ
ス
市
地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー　

○
１
月
20
日（
金
）　

10
時
〜
15
時　

　

北
杜
市
役
所
長
坂
総
合
支
所

○
１
月
23
日
（
月
）　

10
時
〜
16
時　

北
巨
摩
合
同
庁
舎

○
１
月
24
日
（
火
）　

10
時
〜
15
時　

北
杜
市
役
所
本
庁
舎

※

各
会
場
、
12
時
〜
13
時
は
除
き
ま
す
。

※

集
団
受
付
日
以
外
の
日
に
、
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
窓

　

口
で
受
付
け
ま
す
。〈
要
予
約
〉

受
付
期
間　

平
成
29
年
１
月
５
日（
木
）〜
２
月
10
日（
金
）

※

土
日
祝
日
を
除
く

・
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
助
成
金
の
支
払

　
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

・
午
前
中
の
時
間
帯
は
、
受
付
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

持
ち
物

・
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
金
請
求
書

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車

燃
料
費
助
成
金
の
請
求
手
続

に
つ
い
て

●
お
問
合
せ
／
中
北
保
健
福
祉
事
務
所  

福
祉
課

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
３
７
）
　
１
３
８
１

　
　
　
　
　
　

障
害
福
祉
課　

電
話
（
２
８
２
）
　
６
１
９
７

　
　
　
　
　
　

・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
い

　

ず
れ
か
（※

平
成
28
年
度
に
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税 

　

減
免
を
受
け
て
い
る
方
：
山
梨
県
又
は
山
梨
県
の
市
町

　

村
の「
減
免
申
請
済
」
と
押
印
が
あ
る
手
帳
）

・
印
鑑

・
減
免
の
対
象
と
な
っ
た
自
動
車
の
車
検
証

・
預
金
通
帳（
助
成
金
の
支
払
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の
）

・ 

対
象
期
間
分
の
自
動
車
燃
料
の
支
払
証
明
書
（
購
入
先

　

か
ら
証
明
を
受
け
た
も
の
）
ま
た
は
、
領
収
書
（
請
求

　

者
氏
名
が
印
字
し
て
あ
る
も
の
）及
び
購
入
量
計
算
書

※

申
請
に
必
要
な
書
類
は
市
役
所
障
害
福
祉
課
・
各
窓
口

　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
北
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
印
刷
で
き
ま
す
。

補
助
対
象
機
器　

　

生
ご
み
処
理
機（
電
動
・
手
動
）、
コ
ン
ポ
ス
ト　

　

※

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
式
は
対
象
外

補
助
の
金
額　

購
入
金
額
の
１
／
２
以
内
（
税
抜
き
）

補
助
上
限
額　

生
ご
み
処
理
機
：
２
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

生
ご
み
処
理
容
器
：
５
，０
０
０
円

申
請
方
法　

購
入
後
３
ヵ
月
以
内
に
交
付
申
請
書
を
提
出
。

※

申
請
書
に
は
、
領
収
書
の
写
し
・
販
売
明
細
書
の
写
し
・

　

設
置
後
の
写
真
の
３
点
が
必
要
で
す
。
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10月29日

緑のカーテンコンテスト

10月22日

犬のしつけ方教室

　スパーク八田で犬のしつけ方教室が開催されました。
　この教室は公認訓練士から犬の本能や習性を学び、正しいし
つけ方を習得してもらうため市環境課が毎年実施していて、今
年も47人が参加しました。
　教室ではモデル犬による実演がおこなわれ、参加者たちは犬
の服従性を高め、飼い主と犬との主従関係をしっかり築くこと
が大切であるということを学んでいました。

　若草生涯学習センターで緑のカーテンコンテスト
の表彰式が行なわれました。
 この取り組みは、地球温暖化防止・夏の節電対策と、
緑豊かな街並みをつくるためのもので、今回は家庭
部門、店舗・事業所部門、公共施設部門からあわせ
て62件の応募がありました。
　コンテストの結果は、家庭部門は齋藤明朗さん、
店舗・事業所部門は富士通アイ・ネットワークシス
テムズ㈱、公共施設部門は市立中央図書館がそれぞ
れ最優秀賞となりました。

11月3日

ありがとう！心あったか祭り・
桃っ子祭り

　ありがとう！心あったか祭り・桃っ子祭りが桃源文化会館で
開催されました。
　芝生広場では、子どもビンゴ大会や花の配布、姉妹都市の北
海道津別町の特産品コーナーなど各種団体のブースが数多く並
び、大勢の家族連れで賑わっていました。
　また、桃源ホールで行われた桃っ子祭りでは、白根地区育成
会の子どもたちが太鼓や踊りなどを披露し、会場からは大きな
拍手が送られていました。

個人最優秀賞（外側）

個人最優秀賞（内側）
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　県民の森伊奈ヶ湖で紅葉祭が開催されました。
晴天に恵まれた会場ではステージイベントをはじめ、ツ
リークライミングや松ぼっくりツリー作りなど、大勢の子
どもたちで賑わっていました。
また、南伊奈ヶ湖ではカヌーの体験教室も開かれ、親子で
カヌーに挑戦するなど紅葉につつまれた湖で、楽しいひと
時を過ごしていました。

11月5日

  伊奈ヶ湖紅葉祭

11月13日

第14回 市駅伝大会

　日世南アルプススタジアムをメイン会場に第14 回南ア
ルプス市駅伝大会が開催されました。
　市内地区対抗、一般、壮年、中学男子、中学女子の部
あわせて41チームが参加しました。スタジアムを一斉に
スタートした選手たちはチームの襷をつなぐため、全力
でコースを駆け抜けていました。
　大会の結果は、市内地区対抗の部は八田地区体協、一
般の部は南アルプスＡ、壮年の部はドラゴンアスリート
クラブＢ、中学校男子の部は八田中学校、中学校女子の
部は若草中学校がそれぞれ優勝しました。

景観まちあるき
11月13日

　甲西の落合・湯沢地区を歩く、景観まちあるきが開催されま
した。
　絶好の天気と紅葉の中、日蓮聖人も見とれたと言われる名勝
懸腰山から市内の景観を眺め、湯沢の太子堂、サイカチ、経石
寺等を巡り、歴史的・文化的景観や自然風景を楽しみました。
　また、普段は見ることのできない、湯沢の太子堂にまつられ
ている正徳太子像の実物を見学したり、各ポイントでガイドや
語り部から説明を受け、参加者は景観の重要性や地元資源の素
晴らしさをあらためて実感していました。



季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
鼻
、の
ど
、肺
、気
管
支
な

ど
主
に
呼
吸
器
疾
患
を
起
こ
す
感
染
症
で
す
。流

行
す
る
と
年
齢
を
問
わ
ず
短
期
間
で
多
く
の
人

が
罹
患
し
ま
す
。
例
年
11
月
頃
か
ら
流
行
が
は
じ

ま
り
、１
〜
３
月
に
か
け
て
患
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
ま
す
。　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
と
き
の
症
状

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
咳
、鼻
水
、の
ど
の
痛
み

な
ど
の
症
状
が
あ
り
、風
邪
に
比
べ
て
全
身
へ

の
症
状
が
強
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

潜
伏
期
間
は
１
〜
４
日（
最
長
７
日
）で
突
然

発
症
し
、
38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
咳
、
咽
頭

痛
、鼻
水
、筋
肉
痛
な
ど
を
呈
し
、嘔
吐
や
下
痢

な
ど
、消
化
器
官
へ
の
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

咳
、く
し
ゃ
み
な
ど
の
飛
沫
と
と
も
に
放
出
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お問合せ／健康増進課 TEL.284-6000　

「
か
か
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」
冬
の
感
染
症
予
防

そ
も
そ
も
感
染
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
な
の

感
染
症
と
は
、ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
の
病
原
体
が
体
内
に
入
っ
て
増
殖
し
、発
熱
や
下
痢
、

咳
等
の
症
状
が
で
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。感
染
症
に
は
人
か
ら
人
に
う
つ
る
伝
染
性
の
感
染

症
の
ほ
か
に
、動
物
や
昆
虫
か
ら
、あ
る
い
は
傷
口
か
ら
感
染
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

冬
季
に
流
行
す
る
た
め
注
意
が
必
要
な
感
染
症
と
し
て
は
、季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。さ

れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
備
え
と

し
て
、次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
時
は
人

　

ご
み
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、帰
宅
時
に

　

手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
室
内
は
適
度
な
湿
度
を
た
も
ち
ま
し
ょ
う
。

○
疲
労
や
睡
眠
不
足
を
さ
け
、バ
ラ
ン
ス
よ
く

　

栄
養
を
と
り
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

○
流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予

　

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※

市
で
は
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
イ
ン
ル
エ

　

ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
は
平
成
29
年
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

　

い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（
対
象
者
の
方
に
は
９
月
末
に
接
種
券
・
予
診

　

票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。）　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
と
は

　

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
お
こ
る
感
染
性
胃
腸
炎
で
、11
月

〜
２
月
に
発
生
す
る
集
団
発
生
例
の
多
く
は
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染

力
の
と
て
も
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
集
団
生
活
の
場
で
、感
染

が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の

■
人
か
ら
の
感
染
　
感
染
者
の
便
や
嘔
吐
物
か
ら
人
の 

　

手
な
ど
を
介
し
て
感
染
す
る
場
合
や
、飛
沫
な
ど
に
よ

　

り
感
染
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
食
品
か
ら
の
感
染
　
感
染
者
が
調
理
し
て
ウ
イ
ル
ス

　

が
つ
い
た
食
品
や
、ウ
イ
ル
ス
の
蓄
積
し
た
加
熱
不

　

十
分
な
二
枚
貝
な
ど
を
食
べ
た
場
合
に
感
染
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
き
の
症
状

　

吐
気
、嘔
吐
、下
痢
、腹
痛
、微
熱
で
す
が
、多
く
は
１
〜

２
日
で
改
善
し
ま
す
。健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ

り
、注
意
が
必
要
で
す
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

○
手
洗
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。特
に
、
食
事
前
、
ト
イ

　

レ
の
後
、調
理
前
後
は
、石
け
ん
で
よ
く
洗
い
、温
水

　

に
よ
る
流
水
で
十
分
に
流
し
ま
し
ょ
う
。

○
感
染
し
た
人
の
便
や
嘔
吐
物
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ

　

て
い
る
の
で
、お
む
つ
等
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
食
材
の
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
と
加
熱
を
し
て
、ウ

　

イ
ル
ス
を
失
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
調
理
器
具
や
調
理
台
は
消
毒
し
て
、
い
つ
も
清
潔
に

　

し
ま
し
ょ
う
。



　１９１３年、山梨県甲府市に生まれた萩原英雄は、日本を代表する版
画家の１人です。戦後、結核を患い療養生活を送る中で版画の制作を
始め、国内だけでなく、国際展でも数々の賞を受賞し、世界的に高く評
価されました。
　また、版画だけでなく、油彩画、墨彩画、コラージュ、書など幅広いジャ
ンルに取り組み、多数の作品を残しています。
　今展では、当館のコレクションの中から、最初期の作品である〈20世
紀シリーズ〉や、晩年の作である〈拾遺富士〉〈大富士〉などのシリーズを
中心とした木版画の他、花や女性を描いた油彩画、墨彩画や書などを
展示します。
　この機会に萩原英雄が描いた多彩なる美の世界をご堪能ください。

コレクションによる

「萩原英雄 多彩なる美の世界」展

八田ふれあい図書館  TEL.285-5010

白根桃源図書館  TEL.284-6010

わかくさ図書館  TEL.283-1501

甲西図書館  TEL.282-7291

※上記４つの図書館　平日 9:30～18:00　土・日 9:30～17:00

　休館日／5・12･19・23・26～1月４日

芦安分館

TEL.282-7285
火・金のみ開館　13:00～17:00
※23日（金）27日（火）30日（金）1月3日（火）は休館

中央図書館

TEL.280-3300
平日 9:30～19:00
土・日・祝 9:30～17:00
＊10月より櫛形図書館から中央図書館に名称
　変更しました。月曜日も開館しています。
休館日／12月28日～1月4日

●おはなし会 0.1.2. （乳幼児向けのおはなし会）  10:30 ～

●おはなし会 （幼児から小学校中学年向けのおはなし会）

～ 1月29日（日）

　月のイベントスケジュール
６日（火） ８日（木）

15

13日（火）

《失楽園》
 　　木版 1955 年

開館時間／9:30～17:00（入館は16:30まで）
休館日／月曜日・祝日の翌日
入館料／一　般 300円（240円）　
　　　　大高生 250円（200円）　
　　　　中小生 150円（120円）
          ※（　）内20名以上団体料金　

◇クリスマス会　「ジングルベルだ！リンリンリン♪」　
　日時／12月１７日（土）  午後２時
　場所／櫛形生涯学習センター あやめホール
　おはなし・大型紙芝居・人形劇など楽しいことがいっぱい。
　サンタさんからのプレゼントもあります！
　出演：ききみみずきんおはなしの会　人形劇団「こんぺいとう」

お問合せ／南アルプス市立美術館   TEL.282-6600  FAX.282-6601  

八

《曙富士》　
木版 1990～91年

16日（金） 21日（水） 22日（木）白

中

14:00～ ３・10・24日（土）中

10:30～ 17日（土） 3日（土） 10日（土）八わ白 24日（土）白甲

甲

『昆虫たちの世渡り術 』   
著／海野 和男 　 出版社／河出書房新社　

       

新刊案内 ｜ 児童書

　　進化の歴史の中で
「小さく生きる」ことを
選択した昆虫は、その結
果1000万種類ともいわ
れる地球最大の動物グ
ループとなった。この世
界でもっとも多様性があ
り、環境に適した生き物
である昆虫の生き延びる
知恵を紹介する。

 
新刊案内 ｜ 一般書

　　 

　1840年代のボストン近
郊。謹厳なピューリタン一
家の親戚を、ヨーロッパで
生まれ育った姉弟が訪ね
てくる。異なる価値観に生
きる人々を軽快に描いた、
ジェイムズ初期の作品の
新訳。

『ヨーロッパ人』    
 著／ヘンリー・ジェイムズ 　訳／藤野 早苗訳　 
　　　　　　　　　　　　  出版社／彩流社　 　

●シニア講座 「正月の扇飾り」　
　定員各２０名  要申込 １２月１日～

●朗読会「やすらぎ亭」 13:30～3日（土）

14日（水） 10:00～
14:00～

甲

わ

わ

中

白

◇冬休み工作教室  牛乳パックでつくる「ししまい」
　日時／１２月２７日（火）  午後２時
　場所／芦安健康管理センター 和室   持ち物／はさみ　のり　
　対象／小学生 定員 １０名    ※要申込 １２月１日～　



　
文
化
財
保
護
の
か
た
ち
は
、
み
な
さ
ん
が
普

段
よ
く
耳
に
す
る
で
あ
ろ
う
『
国
宝
』
や
『
重

要
文
化
財
』
と
い
っ
た
指
定
文
化
財
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
そ
の
一
つ
、
『
登
録
有

形
文
化
財
』
に
つ
い
て
、
市
内
の
例
を
取
り
上

げ
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。

　ＪＡこま野の前身組織の一つ、
『飯野産業組合』の倉庫として
造られた。事業所（現在のＪＡ
こま野飯野支所）の改築にとも
ない取り壊される予定だったが、
昭和56年(1981)に移築され、
平成27年度まで白根桃源美術
館の本館として使用されてきた。
　和風の外観でありながら、洋
式の小屋組が用いられるなど、
和洋折衷構造で建てられた近
代建築の一例。

『旧飯野産業組合倉庫』
昭和3年( 1928)建築

白根地区飯野

登録有形文化財になると文化庁から交付されるプレート

祝新規登録
～和洋折衷の土蔵造～

新規登録新規登録

わ
が
ま
ち
の
国
登
録
有
形
文
化
財

国
宝
・
重
要
文
化
財
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

113

登
録
有
形
文
化
財
と
は
？

緩
い
規
制
で
大
丈
夫
？

16

　
去
る
十
一
月
十
八
日
、
南
ア
ル
プ
ス
市
に
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
諮

問
機
関
で
あ
る
文
化
審
議
会
が
、
市
内
の
建
造
物
三

件
を
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
す
る
よ
う
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
し
、
近
く
告
示(

※)

さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

　
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
は
お
よ
そ
九
年
ぶ
り
。

既
に
登
録
さ
れ
た
も
の
も
含
め
る
と
、
本
市
の
登
録

有
形
文
化
財
は
十
一
件(

※
※)

と
な
り
ま
す
。

　
都
市
開
発
な
ど
で
消
滅
が
危
ぶ
ま
れ
る
近
代
建
造

物
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
『
文
化
財
登
録
制

度
』
に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ
ま
す
。

　
築
後
五
十
年
以
上
が
経
ち
、
歴
史
的
景
観
や
造
形

に
優
れ
、
再
現
が
容
易
で
な
い
の
が
選
考
基
準
。
登

録
さ
れ
る
と
、
厳
し
い
規
制
が
あ
る
国
宝
・
重
要
文

化
財
と
い
っ
た
指
定
文
化
財
と
違
い
、
外
観
を
大
き

く
変
え
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
、
届
出
等
の
必
要
な
く
、

改
修
や
改
装
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
老
朽
化
や
開
発
、
生
活
形
態
等
の
変
化
に
よ
り
、

建
築
史
的
・
文
化
的
意
義
等
の
価
値
を
充
分
に
理
解

さ
れ
な
い
ま
ま
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
う
建
造
物
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
守
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の

建
造
物
を
い
き
な
り
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
す

る
の
は
困
難
、
か
つ
厳
し
い
規
制
に
よ
り
所
有
者
の

理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、登
録
有
形
文
化
財
制
度
で
あ
れ
ば
、保

護
の
網
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、規
制
に
強
く

縛
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、登
録
さ
れ
た
建
造
物
の
観
光
や
商
工
業
・
ま

ち
づ
く
り
等
へ
の
活
用
事
例
が
全
国
で
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。地
域
の
歴
史
や
先
人
の
技

術
・
知
恵
を
備
え
た
文
化
財
が
、現
代
の
私
達
の
生
活

に
根
ざ
す
よ
う
に
な
れ
ば
、さ
ら
に
後
世
ま
で
受
け
継

が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。時
に
は
緩
や
か
な
規
制
が
、

文
化
財
の
保
護
保
存
に
役
立
つ
事
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
重
要
性
は
意
匠
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
蓄
積
さ
れ
た
風
土
の
歴
史
・
人
々
の
思
い
で
も

あ
り
ま
す
。地
域
の
大
切
な
資
源
・
誇
り
と
し
て
守
り

伝
え
て
い
け
る
よ
う
、市
で
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

登
録
有
形
文
化
財
と
は
？

緩
い
規
制
で
大
丈
夫
？

九
年
ぶ
り
の
登
録
ヘ



（御北）

（御西）

※ 

登
録
さ
れ
た
と
い
う
事
を
広
く
一
般
に
知
ら
せ
る
こ
と
。
告
示
日

が
正
式
な
登
録
日
と
な
る
。

※
※
　
他
に
松
寿
軒
長
崎
（
荊
沢
・
老
舗
和
菓
子
屋
）・
芦
安
堰
堤

（
芦
安
芦
倉
・
砂
防
ダ
ム
）・
芦
澤
家
住
宅
主
屋
、
座
敷
倉
（
西
野
）・

村
松
家
住
宅
主
屋
、
商
家
蔵
、
文
庫
蔵
、
厠
（
桃
園
）
が
あ
る
。

写
真
・
文

　
文
化
財
課

※
今
回
紹
介
し
た
３
件
の
う
ち
、御
北
・
御
西
の
穂
坂
家
は
、一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
登
録
有
形
文
化
財
制
度
で
あ
れ
ば
、
保

護
の
網
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
規
制
に
強

く
縛
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
近
年
、
登
録
さ
れ
た
建
造
物
の
観
光
や
商
工
業
・

ま
ち
づ
く
り
等
へ
の
活
用
事
例
が
全
国
で
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
歴
史
や
先
人
の

技
術
・
知
恵
を
備
え
た
文
化
財
が
、
現
代
の
私
達
の

生
活
に
根
ざ
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
後
世
ま
で

受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
時
に
は
緩
や
か

な
規
制
が
、
文
化
財
の
保
護
保
存
に
役
立
つ
事
も
あ

る
ん
で
す
ね
。

　
こ
れ
ら
の
建
造
物
の
重
要
性
は
意
匠
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
蓄
積
さ
れ
た
風
土
の
歴
史
・
人
々
の
思
い
で

も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
大
切
な
資
源
・
誇
り
と
し
て

守
り
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
市
で
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　櫛形山中腹に鎮座し、悠久の歴史を紡ぐ高尾穂見神社。その神前集落に存在し、
高尾地区の歴史・山村の生活を今に伝える二つの穂坂家。御北（オキタ）は集落
の名主、御西（オニシ）は穂見神社の神主を代々つとめてきた家系である。
　かつては林業等で生計を立ててきたこの地域の人々だが、両家には養蚕農家に
よくある建築の様子が見て取れるなど、時代の移り変わりにともない生活様式が
変化してきた様子が分かる。

『御北穂坂家住宅主屋』 明治24年( 1891)頃建築（写真上）
『御西穂坂家住宅主屋』 弘化３年( 1846)頃建築（写真下）

櫛形地区高尾

～二つの穂坂家（御北と御西）～

新規登録新規登録

市
を
語
る
地
域
資
源
と
し
て

17  

柳
川

と 

し

あ
き
び
よ
り

父
親
に
気
を
使
っ
て
い
る
孫
の
顔
　
　
　 

加
藤 

星
子
（
小
笠
原
）

頑
張
と
言
葉
に
老
い
の
笑
顔
出
る
　
　
　 

桜
林 

亀
久
子
（
小
笠
原
）

夢
に
見
る
母
の
笑
顔
に
は
げ
ま
さ
れ
　 

　
塩
沢 

智
江
（
小
笠
原
）

と
ま
ど
い
に
鍛
え
て
吾
の
深
呼
吸
　
　
　
　 

中
丸 

松
美
（
小
笠
原
）

秋
日
和
布
団
の
上
に
吾
い
や
す
　
　
　 

　
　
桜
本 

テ
ツ
子
（
小
笠
原
）

風
の
橋
渡
り
行
き
た
い
亡
夫
の
許
　 

　
　
　
土
屋 

と
も
江
（
小
笠
原
）

亡
き
母
の
着
物
が
に
あ
う
年
齢
に
な
り
　 

　
常
盤 

晴
美
（
桃
園
）

つ 

ま

も
と

わ
れ

わ
れ

き
た



総人口： 72,266人（- 9）
-----------------------------
男　性： 35,653人（- 2）
女　性： 36,613人（- 7）
世　帯： 27,227世帯（+7）
外国籍人口： 903人（+4）
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TEL .055 -282-1111（代表） FAX .055 -282-1112（代表）

ht tp : //www.c i t y.m i n am i - a l p s .yamanash i . j p

編集／南アルプス市役所 秘書課　TEL .055 -282-6037
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芦安 TEL .282-5577

甲西 TEL .282-3120

白根 TEL .283-3000

若草 TEL .282-3100

●八田／チャンネル101 8:30、21:30〔土曜更新〕  　●白根・芦安／チャンネル101 ６:30、10:00、15:00、22:00〔木曜更新〕
●若草・櫛形／チャンネル111 14:00、19:00、22:00〔木曜更新〕　 ●甲西／チャンネル111 10:00、22:00〔金曜更新〕

CATVによる市行政番組の放送について　各地区別の行政番組のチャンネルと放送時間は次のとおりです。

緑かがやく自然を守り

なかよく美しい心を結び合い

未来にひらく
　　豊かなまちをつくることを

アルプスの山々に誓います

 18

第
23
回 

か
き
ま
つ
り
・

ま
い
も
ん
朝
市

ＩＫＵＭＥＮ いくめん

新津 尚平さん（父）、笑花ちゃん（1歳）

ぱぱと遊んでる時が1番楽しそうな笑花さん♡
あと少しで弟が産まれるけど、これからもたくさん
ぱぱと遊ぼうね♡  いつもニコニコで居てね♡

育児を楽しむお父さん、おじいちゃんの
写真を募集しています。   
詳しくは、みんなでまちづくり推進課まで。

南アルプス市では男女が共に支え合う家庭づくりを推進しています。

（下宮地）

 にいつ

父・孝之　母・由香里
（在家塚）

12月24日で1歳になる日向。
毎日元気いっぱいいたずらしています☆
元気に育ってくれてありがとう！

有野 日向くん（11ヵ月）
ひなた

開催日　12月11日（日） 
時　間　10：0０～14：0０
場　所　総合交流ターミナル「ハッピーパーク」
内　容　・姉妹都市の石川県穴水町から産地直送の新鮮な
　　　　 カキなど海産物を多数販売
　　　　・先着５００名に穴水町のイカを無料配布
　　　　・立食形式の炭火焼コーナー　
　　　　 殻付カキをその場で焼き、ご賞味いただけます。
　　　　・商工会によるフリーマーケット、地元の農産物販売
駐車場案内／臨時駐車場をご利用ください。（会場内に一般
　車両は駐車できません）／旧運転免許センター跡地の臨時
　駐車場からシャトルバスで送迎を行います。　　
お問合せ／八田窓口サービスセンター  ℡.282-5600

しょうへい えみか

☎282-6037

☎282-6493

今月の表紙：枯露柿



冬
晴
れ
の
日
、
甲
府
盆
地
か
ら
の
ぞ
む
白
い
峰
が
美
し
い
南
ア
ル
プ
ス
。

「
師
走
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
12
月
は
慌
し
く
、
そ
し
て
せ
わ
し
い
。

勝
沼
か
ら
は
る
か
南
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
て
み
ま
し
た
。

３
０
０
０
ｍ
の
巨
大
な
防
波
堤
は

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
絶
え
ず
見
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

そ
の
南
ア
ル
プ
ス
に
暮
ら
す
動
物
や
植
物
た
ち
は

実
は
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
か
た
に
よ
っ
て
ど
う
に
で
も
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

気
づ
か
な
い
う
ち
に
あ
た
り
ま
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
う
で
な
く
な
る
日
。

た
く
ま
し
く
も
繊
細
で
傷
つ
き
や
す
い
自
然
の
営
み
。

箱
舟
の
よ
う
な
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
わ
た
し
た
ち
は
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
も
っ
と
そ
の
営
み
に
気
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

夕
暮
れ
ど
き
、
街
の
灯
り
が
と
も
り
は
じ
め
ま
し
た
。

寒
さ
も
一
段
と
き
び
し
く
な
り
１
年
の
終
わ
り
は
も
う
す
ぐ
。

文
・
写
真
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

残
照 

南
ア
ル
プ
ス 

街
の
灯
り
の
む
こ
う
に

19

里

今
月
の
テ
ー
マ





平成28年

  

お
知
ら
せ   

 12月号

─１─

　お 
知 

ら 

せ

●
12
月
の
健
康
相
談
・

　

母
子
健
康
手
帳  

交
付
日
程

実
施
日　

７
日
14
日
21
日
28
日
（
各
水
曜
日
）

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

①
印
鑑 

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

　

ド
ま
た
は
個
人
番
号
カ
ー
ド

※
実
施
日
に
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
必
ず
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
場
合
は
、
後
日
、本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦
一
般
健
康
診

　

査
受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課

電
話
（
２
８
４
）６
０
０
０

●
献
血
に
ご
協
力
を

実
施
日　

12
月
26
日（
月
）

場　

所　

本
庁
舎
東
側
駐
車
場

時　

間　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

お
問
合
せ
／
健
康
増
進
課　

　

電
話
（
２
８
４
）６
０
０
０

●
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る

　

特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

27
年
４
月
１
日
時
点
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
は
、
次
の

順
番
で
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人
に
額
面
25
万
円
、

５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

　

慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し

　

て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　

か
ど
う
か
に
よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
右
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

　

内
の
親
族

●
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に
つ
い
て

　

所
得
の
低
い
方
々
へ
の
臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
を
受
付
中
で
す
。
市
か
ら
申
請
書
が
届
い

た
方
は
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
額
（
１
人
当
た
り
）　

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金　
　

 

３
千
円

　

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

　

３
万
円

申
請
期
限　

平
成
29
年
１
月
10
日（
火
）

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課

電
話
（
２
８
２
）
７
２
２
３

●  

要
介
護
認
定
者
の

　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
に
つ
い
て

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
介
護
保
険
の

要
介
護
認
定
者
の
う
ち
、
障
害
者
に
準
ず
る
状

態
と
市
が
判
定
し
た
方
に
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

認
定
基
準

　

介
助
が
な
い
と
外
出
で
き
な
い
方
や
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
認
知
症
状
が
あ
り
介
護

を
必
要
と
す
る
方
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必
ず
障
害

　

者
控
除
の
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
介
護
福
祉
課
ま
た
は
各
窓
口

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
平
成
28
年
分
の
認
定
書
の
交
付
は
平
成
29
年

１
月
以
降
と
な
り
ま
す
。）

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
１
７
９

 

表  

彰

表  

彰 

（
敬
称
略
）

秋
の
叙
勲
受
賞
者

 

瑞
宝
双
光
章

　

野
田  

正
俊
（
上
宮
地
）

　  危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

 

瑞
宝
単
光
章

　
早
川  

隆
夫
（
浅
原
）

　

中
学
で
野
球
部
監
督
と
し
て
指
導
に
当
た
り
、
櫛
形

中
学
校
時
の
１
９
８
５
年
に
は
全
国
大
会
で
８
強
入
り

を
経
験
。
櫛
形
中
校
長
を
最
後
に
退
職
後
は
南
ア
ル
プ

ス
市
教
育
長
な
ど
を
歴
任
。
長
年
に
わ
た
る
教
育
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
経
歴　

白
根
巨
摩
中
校
長
、
南
ア
ル
プ
ス
市

　
　
　
　
　

教
育
委
員
長

　

１
９
６
９
年
に
東
京
消
防
庁
に
入
庁
し
、
水
難
救
助

隊
と
し
て
活
躍
。
１
９
７
５
年
に
峡
南
消
防
組
合
に
入

り
長
年
の
消
防
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

県
教
育
功
労
者

　

古
屋  

正
（
上
八
田
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

　

上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

　

す
。

申
請
書
類　

　

福
祉
総
合
相
談
課
お
よ
び
各
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー
。

※
申
請
時
に
個
人
番
号
の
提
示
お
よ
び
本
人
確

　

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
２
３

県
政
功
績
者

　

齊
藤  

勝
（
十
五
所
）

　
主
な
経
歴　

県
臨
床
整
形
外
科
医
会
長
、
元
中
巨

　
　
　
　
　
　

摩
医
師
会
議
長

　

藤
巻  

秀
子
（
山
寺
）

　
主
な
経
歴　

元
県
看
護
協
会
長
、
元
同
協
会
専
務

　
　
　
　
　
　

理
事



─２─

  

お
知
ら
せ   

●
年
末
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

　

を
実
施
し
ま
す

　

年
末
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
交
通

量
の
増
加
や
道
路
の
混
雑
、
心
理
的
な
慌
た
だ

し
さ
、
飲
酒
の
機
会
の
増
大
等
、
交
通
事
故
の

要
因
が
重
な
り
が
ち
で
す
の
で
、
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

日
没
の
時
刻
も
早
い
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

自
転
車
利
用
者
は
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」
を

心
が
け
、
歩
行
者
は
明
る
い
服
装
で
反
射
材
を

利
用
す
る
等
の
工
夫
を
し
て
、
お
互
い
に
「
見

落
と
し
」
や
「
発
見
の
遅
れ
」
に
よ
る
交
通
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
歳
末
た
す
け
あ
い
県
民
運
動

　

歳
末
た
す
け
あ
い
県
民
運
動
は
、
歳
末
を
控

え
、
経
済
的
に
不
安
の
あ
る
家
庭
、
社
会
福
祉

施
設
で
暮
ら
し
て
い
る
方
、
在
宅
の
障
害
者
、

一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
で

援
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
、
お
互
い

に
支
え
合
う
善
意
の
心
を
も
っ
て
、
た
す
け
あ

い
の
手
を
さ
し
の
べ
、
み
ん
な
で
明
る
い
お
正

月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
昭
和
26
年
か
ら
共
同
募
金
運

動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
で
66

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

期　

間　

12
月
１
日（
木
）〜
12
月
31
日（
土
）

内　

容　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
、
歳
末
た
す

　

け
あ
い
物
品
の
贈
呈　

お
問
合
せ
／
県
福
祉
保
健
総
務
課

　
　
　
　
電
話
（
２
２
３
）
１
４
４
３

●  

平
成
28
年
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の 

　

結
果
報
告
に
つ
い
て

　

５
月
に
市
民
の
中
か
ら
１,
５
０
０
人
を
抽
出

し
て
実
施
し
た
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
書

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
市

の
施
策
や
事
務
事
業
の
進
捗
確
認
を
目
的
に
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

報
告
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.city.m

inam
i-alps.yam

anashi.jp/

　

shisei/sogokeikaku/shim
in-m

anzokudo

お
問
合
せ
／
政
策
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
７
３

●  
粗
大
ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

　

市
内
の
一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
・
有

料
ご
み
を
収
集
し
ま
す
。
可
燃
部
分
と
不
燃
部

分
に
分
別
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

12
月
３
日（
土
）

　
　
　
　

芦
安
会
場
・
櫛
形
会
場

注
意
事
項

※
市
指
定
袋
（
コ
ン
テ
ナ
）
に
入
る
も
の
は
、 

　

通
常
の
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
の
日
に
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
の
荷
降
ろ
し
は
搬
入
者
各
自
で
行
な
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

※
収
集
時
間
等
、
詳
し
く
は
「
家
庭
ご
み
収
集
カ

　

レ
ン
ダ
ー
」
15
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
０
９
７

各公共施設の年末年始休業案内

市役所  各窓口サービスセンター　12月29日～１月3日
健康福祉センター　12月29日～１月3日　℡(284)6000
芦安山岳館　12月28日～１月４日　℡(288)2125
市立美術館　12月26日～１月４日　℡ (282)6600
安藤家住宅　12月27日～１月７日　℡ (284)4448
ふるさと文化伝承館　12月27日～１月６日　℡ (282)7408
白根桃源天笑閣　12月31日～１月３日　℡(285)5001
道の駅しらね　12月29日～１月３日　℡(282)6478
まちの駅くしがた　12月29日～１月６日　℡(283)7766
遊・湯ふれあい公園　12月31日～１月３日　℡(282)7610
ウッドビレッジ伊奈ヶ湖　12月28日～１月６日　℡(283)8700
コミュニティバス　12月29日～１月３日　℡(282)6074
市民活動センター　12月28日～１月４日　℡ (282)7325
高度農業情報センター　12月29日～１月３日　℡ (285)1883
若草生涯学習センター　12月29日～１月３日　℡ (283)8311
櫛形生涯学習センター　12月29日～１月３日　℡ (282)7286
甲西農村環境改善センター　12月29日～１月３日　℡(282)7359
桃源文化会館　12月29日～１月３日　℡(284)3411
※樹園、やまなみの湯（温泉）は、年末年始通常営業します。

　※施設によっては、営業日であっても通常の開館時間と異なる
　　場合がありますが、年末年始につきご了承ください。
　　詳しくは、各施設へお問合せください。

●「
緑
の
募
金
」ご
協
力
の
お
礼

　

「
緑
の
募
金
で
ふ
せ
ご
う
地
球
温
暖
化
」
を

合
言
葉
に
、
多
く
の
皆
様
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
森
林
整
備
事
業
や

地
域
の
緑
化
推
進
活
動
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、（
公
財
）山
梨
県
緑
化
推
進
機
構
に

納
め
ま
し
た
。

平
成
28
年
募
金
額　

４
，７
２
０
，４
１
０
円

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

お
問
合
せ
／
み
ど
り
自
然
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
９

　

ま
た
、
二
輪
車
は
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
や

す
い
の
で
、
見
通
し
の
悪
い
場
所
等
で
は
速
度

を
控
え
、
思
い
や
り
運
転
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し

ょ
う
。

期　

間　

12
月
１
日（
木
）〜
12
月
31
日（
土
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
乗
せ
る
の
は　

　
　
　
　
　

き
み
の
宝（
か
ぞ
く
）と　

 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
未
来（
あ
し
た
）」

お
問
合
せ
／
県
交
通
政
策
課

電
話
（
２
２
３
）
１
３
５
３



─３─

●
学
校
給
食
体
験
会
参
加
者
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
学
校
給
食
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
学
校
給
食
体
験

会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

 

12
月
13
日（
火
）　

場
所
・
時
間　
　

○
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

11
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

●
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー

　

養
成
講
習
会
参
加
者
募
集

　

地
域
で
介
護
予
防
活
動
（
サ
ロ
ン
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
、
集
い
の
場
づ
く

り
等
）
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
方
の
養
成
を
行

い
ま
す
。

　

全
て
の
日
程
を
受
講
さ
れ
た
方
に
サ
ポ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
29
年
１
月
18
日（
水
）、

　
　
　
　

２
月
１
日（
水
）、
２
月
15
日（
水
）、

　
　
　
　

３
月
１
日（
水
）
全
４
回

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

地
域
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

対　

象

○
介
護
予
防
活
動
推
進
に
関
心
が
あ
り
、
全
日

　

程
参
加
で
き
る
方
。

○
講
習
会
終
了
後
、
地
域
で
介
護
予
防
活
動
が

　

で
き
る
方
。　

定　

員　

20
名

締　

切　

12
月
22
日（
木
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
４
７

募   

集　

●「
南
ア
ル
プ
ス
市
求
職
者
と

　

企
業
の
合
同
就
活
フ
ェ
ア
」

　

参
加
企
業
募
集

　

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
に
よ
る
、「
求
職
者

と
企
業
の
合
同
就
活
フ
ェ
ア
」
の
参
加
企
業
を

募
集
し
ま
す
。

開
催
日　

平
成
29
年
月
２
月
１
日（
水
）　

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

募
集
数　

30
社
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

※

観
光
商
工
課
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

　

参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
観
光
商
工
課　

　

電
話
（
２
８
２
）
６
２
９
４

●
平
成
28
年
度

　

自
衛
官
候
補
生
募
集
案
内

 

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
・
男
子

受
付
期
間　

通
年
受
付

試
験
期
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ

※
試
験
内
容
等
の
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

お
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　

募
集
課　
　
　

  

電
話
（
２
５
３
）
１
５
９
１

●
小
瀬
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
営
業
の

　

お
知
ら
せ

　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
は

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
県
内
唯
一
の
屋
内
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
で
す
。

期　

間　

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

料　

金　

一
般
・
大
学
生  

１
，０
３
０
円

　
　
　
　

高
校
生  

７
７
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下  

４
６
０
円

　
　
　
　

貸
靴  

５
０
０
円

※

毎
週
土
曜
日
は
、
高
校
生
以
下
の
方
は
無
料

　

で
す
。

※

65
歳
以
上
の
方
や
障
が
い
の
あ
る
方
は
、
証

　

明
で
き
る
も
の(

運
転
免
許
証
、
障
が
い
者
手

　

帳
等)

を
提
示
い
た
だ
け
れ
ば
無
料
で
利
用
で

　

き
ま
す
。

※

回
数
券
、
４
か
月
定
期
券
も
あ
り
ま
す
。

※

大
会
、
貸
し
切
り
な
ど
に
よ
り
、
利
用
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
合
せ
／
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園　

　

電
話
（
２
４
３
）
３
１
１
１

○
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

11
時
30
分
〜
（
１
時
間
程
度
）

内　

容　

給
食
試
食
、
施
設
見
学
等

募
集
人
員
（
申
込
順
）　

　

北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

20
名

　

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

30
名

参
加
費　

２
６
２
円
（
給
食
費
）

募
集
期
間　

1
2
月
１
日
〜
８
日

申
込
・
お
問
合
せ
／
教
育
総
務
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
７

 

募  

集

  

お
知
ら
せ   

●
第
13
回
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
食
品
を
ご
寄
付
く
だ

さ
い
。
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
へ
ク
リ
ス
マ

ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
無
償
で
お
届
け
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
１
日（
木
）〜
８
日（
木
）

場　

所　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
事
務
所

　
　
　
　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

寄
付
で
き
る
も
の

①
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
１
ヶ
月
以
上

　

あ
る
も
の

②
未
開
封
で
あ
る
も
の

③
30
キ
ロ
以
上
の
お
米
の
寄
付
は
事
前
に
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

寄
付
食
品
の
例

　

缶
詰
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、

パ
ス
タ
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
、
お
茶
漬

け
、
お
菓
子
な
ど

※

箱
詰
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

フ
ー
ド
バ
ン
ク

　

山
梨　
　
　
　

  

電
話
（
２
９
８
）
４
８
４
４

●
放
送
大
学

　

4
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情

報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回  

２
月
28
日
ま
で

　
　
　
　
　

第
２
回  

３
月
20
日
ま
で

※

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

※

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て

　

い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

電
話
（
２
５
１
）
２
２
３
８



─４─

イ
ベ
ン
ト  

無
料
相
談 

 

無
料
法
律
相
談

　

相
続
、
土
地
・
不
動
産
、
借
金
、
離
婚
な
ど

の
法
律
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

●
不
動
産
無
料
相
談
会
（
予
約
不
要
）

開
催
日　

12
月
21
日（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時

場　

所　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

お
問
合
せ
／
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

電
話
（
２
４
３
）
４
３
０
０

●
成
年
後
見
制
度
相
談
会（
予
約
優
先
）

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
、
精
神
障
害
、

知
的
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
、
財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な

契
約
等
を
行
う
と
き
に
、
判
断
が
む
ず
か
し
く

不
利
益
を
被
る
こ
と
等
を
防
ぎ
、
権
利
と
財
産

を
守
り
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。

開
催
日　

12
月
20
日（
火
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

●
認
知
症
に
つ
い
て
の
相
談

　

家
族
が
も
し
か
し
て
認
知
症
か
も
、
認
知
症

の
家
族
の
介
護
が
つ
ら
い
、
近
所
の
認
知
症
の

人
に
ど
う
接
す
れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

①
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
日

開
催
日　

毎
週
水
曜
日

時　

間　

８
時
30
分
〜
12
時

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
（
要
予
約
）

　

本
人
や
家
族
が
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
不

安
が
原
因
で
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
り
、
困
り

事
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
の
相
談
を
精
神
科
医

が
お
受
け
し
ま
す
。

○
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。
意
欲
が
な
い
。

○
ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
に
関
し
て
。

○
飲
酒
が
原
因
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
。

開
催
日　

12
月
21
日（
水
）

時　

間　

15
時
〜
17
時

場　

所　

予
約
の
際
に
相
談
し
や
す
い
場
所
を 

　

確
認
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

※
ま
ず
、
簡
単
に
相
談
内
容
の
聞
き
取
り
を
さ

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
福
祉
総
合
相
談
課
で
は
、
随
時
相
談
を
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
／
福
祉
総
合
相
談
課 

電
話
（
２
８
２
）
７
２
５
０

場　

所　

介
護
福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※
相
談
日
以
外
も
お
受
け
し
ま
す
。

お
問
合
せ
／
介
護
福
祉
課

　

電
話
（
２
８
２
）７
３
３
９

②
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

  

「
や
ま
び
こ
の
会
」相
談
日（
要
予
約
）

開
催
日　

12
月
11
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
お
問
合
せ
／
や
ま
び
こ
の
会  

名
取 

  

電
話  

０
８
０（
１
０
９
１
）８
８
４
１

　
●
生
涯
学
習
講
座

受
付
期
間　

12
月
１
日（
木
）〜
９
日（
金
）

　

な
お
、
申
し
込
み
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
受

付
期
間
を
過
ぎ
て
も
受
付
け
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
・
講
演
会
等

　
①
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー（
銀
粘
土
）

　

リ
ン
グ
作
り
教
室

　

銀
粘
土
を
使
っ
て
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
り
ま
せ
ん
か
？ 

高
温
で
焼
成
す
る
と
純
銀

に
な
り
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ン
グ
が

作
れ
ま
す
。

開
催
日　

12
月
21
日（
水
）

時　

間　

19
時
〜
21
時　

場　

所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

受
講
料　

２
，９
０
０
円
（
基
本
金
額
）

定　

員　

24
名

②
望
遠
鏡
作
り
教
室
「
本
格
的
な
天
体
望

　

遠
鏡
を
作
り
冬
の
星
を
観
る
会
」

無 
料 

相 

談

●
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

　

各
種
相
談
会

 

結
婚
相
談
（
登
録
制
） 

　

結
婚
を
希
望
す
る
方
へ
結
婚
相
手
の
紹
介
と

相
談
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

12
月
18
日（
日
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
20
時

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

要　

件　

男
性
50
才
、
女
性
45
才
ま
で
の
健
康 

　

な
方

持
ち
物　

印
鑑
、
ス
ナ
ッ
プ
写
真
１
枚

 

消
費
者
生
活
相
談 

　

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

毎
週
火
･
木
曜
日（
除
祝
日
）

時　

間　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

 

行
政
相
談 

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

を
受
付
け
ま
す
。

開
催
日　

12
月
９
日（
金
）、
16
日（
金
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

　

白
根
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
９
日
）　

　

若
草
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
16
日
）

○
司
法
書
士
会
（
予
約
優
先 

1
人
50
分
・
12
月

　

１
日
予
約
開
始
）

開
催
日　

12
月
15
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

要　

件　

市
内
在
住

○
弁
護
士
会
（
予
約
制 

１
人
30
分
・
12
月
１
日

　

予
約
開
始
）

開
催
日　

12
月
22
日（
木
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所　

市
役
所
本
庁
舎

要　

件　

市
内
在
住
、
予
約
年
１
回
ま
で

お
問
合
せ
／
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

電
話
（
２
８
２
）
６
４
９
３

相
談
員　

社
会
福
祉
士

申
込
・
お
問
合
せ
／
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
３
）
８
７
２
２



─５─

イ
ベ
ン
ト  

●
市
立
児
童
館
の
イ
ベ
ン
ト

①「
カ
フ
ェ
」
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
交
流
を

　

手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
な
ど
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

○
八
田
児
童
館　

12
月
14
日（
水
）

○
白
根
児
童
館　

12
月
16
日（
金
）

○
お
お
ケ
ヤ
キ
児
童
館　

12
月
16
日（
金
）

○
若
草
な
か
よ
し
児
童
館

　
　

12
月
１
日（
木
）・
15
日（
木
）

○
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

12
月
14
日（
水
）･
15
日（
木
）

○
甲
西
児
童
館　

12
月
６
日（
火
）・
20
日（
火
）

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

     

（
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー
は
10
時
〜
12
時
）

参
加
費　

無
料
（
自
由
参
加
）

※
お
子
様
の
お
や
つ
、
飲
み
物
は
持
参
し
て
く

　

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４

②「
わ
ら
べ
う
た
」

　

ほ
っ
こ
り
・
ゆ
っ
た
り
、
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
。

開
催
日

○
八
田
児
童
館　

12
月
20
日（
火
）

○
青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー　

12
月
２
日（
金
）

時　

間　

11
時
〜
（
30
分
程
度
）

参
加
費　

無
料
（
自
由
参
加
）

対　

象　

乳
幼
児
親
子

お
問
合
せ
／
八
田
児
童
館

電
話
（
２
８
５
）
０
０
４
２

　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
３
２
４

●
市
立
美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト

①
市
立
美
術
館
フ
ロ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日　

12
月
25
日（
日
）

時　

間　

10
時
〜
10
時
30
分

場　

所　

市
立
美
術
館
前
庭

出　

演　

巨
摩
高
校
吹
奏
楽
部

参
加
費　

無
料

②
市
立
美
術
館
・
櫛
形
中
学
校
美
術
部

　

共
同
企
画  

美
術
館
で
遊
ぼ
う
！

開
催
日　

12
月
10
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜
15
時

場　

所　

市
立
美
術
館

内　

容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
作
り（
参
加
費

　

１
０
０
円
）・
ク
リ
ス
マ
ス
の
オ
ブ
ジ
ェ
を

　

作
ろ
う
・
木
版
画
摺
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者

　

同
伴
で
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
市
立
美
術
館
ロ
ビ
ー
展

「
ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
お
も
ち
ゃ
」展

　

ド
イ
ツ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
光
景
を
お
も
ち
ゃ

で
再
現
し
ま
す
。

　

美
術
館
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

12
月
13
日（
火
）〜
25
日（
日
）

時　

間　

９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　
　
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

場　

所　

市
立
美
術
館
ロ
ビ
ー

入
館
料　

無
料

お
問
合
せ
／
市
立
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
６
６
０
０

●
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

①
第
31
回
と
き
ど
き
カ
フ
ェ

　

〜
沢
登
古
民
家
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　

沢
登
地
区
に
古
民
家
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
古

民
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介
と
、
今
後
の
活
用

に
つ
い
て
み
ん
な
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

開
催
日　

12
月
６
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

②
第
18
回　

さ
ら
り
と
音
楽
談
義

　

〜
音
楽
と
環
境
〜

　

市
内
在
住
の
音
楽
家
・
藤
原
義
章
さ
ん
（
指

揮
、
ヴ
ィ
オ
ラ
）
が
、「
音
楽
は
森
羅
万
象
に
通

じ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
演
奏
や
お
茶
を
交
え
て

展
開
す
る
気
楽
な
音
楽
談
話
会
で
す
。

開
催
日　

12
月
20
日（
火
）

時　

間　

19
時
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

内　

容　

演
奏
・
談
話
会
・
喫
茶

③
第
１
回

　

市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

　

３
月
に
行
わ
れ
る
「
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
７
」
の
実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
出

展
希
望
の
市
民
活
動
団
体
は
必
ず
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

開
催
日　

12
月
13
日（
火
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

申
込
・
お
問
合
せ
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

  

電
話
（
２
８
２
）７
３
２
５

　

自
分
で
作
っ
た
天
体
望
遠
鏡
で
冬
の
星
を
観

て
み
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

12
月
23
日（
金
）

時　

間　

19
時
〜
20
時
30
分　

場　

所　

ふ
る
さ
と
天
文
館

受
講
料　

2
，1
０
０
円

定　

員　

10
名

③
大
人
の
た
め
の
陶
芸
教
室

　

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

ご
夫
婦
・
カ
ッ
プ
ル
で
の
参
加
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

平
成
29
年
１
月
６
日（
金
）、

　
　
　
　

13
日（
金
）、
27
日（
金
） 

全
３
回

時　

間　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分　

場　

所　

豊
陶
芸
教
室

受
講
料　

６
０
０
円（
材
料
費
込
）粘
土
追
加
可

定　

員　

15
名

④『
新
春
』子
ど
も
書
道
教
室

　

冬
休
み
恒
例
の
書
道
教
室
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
気
軽
に
書
道
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

開
催
日　

平
成
29
年
１
月
７
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
15
時

場　

所　

櫛
形
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
名
（
参
加
無
料
）

※
各
講
座
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
定
員
以
下
の
場
合
は
閉
講
の
場
合
あ
り
。

※
講
座
の
詳
細
は
、
各
施
設
に
あ
り
ま
す
生
涯

　

学
習
講
座
「
平
成
28
年
度
下
半
期
版
」
の
チ
ラ

　

シ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
２
８
２
）
６
４
２
７



イ
ベ
ン
ト  

─６─

●
若
草
三
世
代
ふ
れ
あ
い
祭
り

　

し
め
飾
り
・
木
工
細
工
（
イ
ス
・
ペ
ン
立

て
）
・
竹
と
ん
ぼ
・
わ
り
ば
し
鉄
ぽ
う
・
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
・
凧
（
た
こ
）
つ
く
り
に
挑
戦
し
ま

せ
ん
か
。

開
催
日　

12
月
11
日（
日
）

時　

間　

９
時
〜
12
時

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
加
費
（
左
記
以
外
は
申
込
不
要
）

　

し
め
飾
り
（
20
組
限
定
）
1
組
7
0
0
円

　

イ　

ス　

（
10
組
限
定
）
1
組
７
０
０
円

　

ペ
ン
立
て
（
10
組
限
定
）
1
組
５
０
０
円

申　

込　

12
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）

※
申
込
み
受
付
は
若
草
地
区
の
方
が
優
先
と
な

　

り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

青
少
年
育
成
南
ア
ル
プ
ス
市
民
会
議

　

若
草
支
部　

今
福　電

話
（
２
８
２
）
７
３
４
８

●
エ
コ
パ
ー
ク
カ
フ
ェ
「
も
っ
と
知
り

　

た
い
エ
コ
パ
ー
ク
の
使
い
み
ち
」

開
催
日　

12
月
16
日（
金
）

時　

間　

19
時
30
分

場　

所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

内　

容　

エ
コ
パ
ー
ク
を
も
っ
と
知
り
、
ど
う

　

す
れ
ば
楽
し
く
活
か
せ
る
の
か
考
え
ま
す
。

講　

師　

植
原 

彰
さ
ん
（
山
梨
市
乙
女
高
原

　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ  

代
表
世
話
人
）

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
１

●
南
ア
ル
プ
ス
市
国
際
交
流
協
会

　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
た

め
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た

で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

開
催
日　

12
月
17
日（
土
）

時　

間　

10
時
〜

場　

所　

青
少
年
児
童
セ
ン
タ
ー
南
風

お
問
合
せ
／
南
ア
ル
プ
ス
市
国
際
交
流
協
会

　
　

電
話
（
２
８
０
）
８
３
４
５

●
子
ど
も
基
礎
体
力
づ
く
り
教
室

　
（
放
課
後
子
供
教
室
推
進
事
業
）

開
催
日　

平
成
29
年
１
月
〜
３
月

　
　
　
　

第
２
、
第
４
土
曜
日
（
変
更
あ
り
）

時　

間　

14
時
〜
15
時

場　

所　

白
根
児
童
館

対　

象　

小
学
生
（
30
名
）

受
付
開
始　

12
月
６
日（
火
）よ
り

申
込
・
お
問
合
せ
／
白
根
児
童
館

電
話
（
２
８
２
）
７
４
６
１

●
や
ま
な
み
の
湯
の
イ
ベ
ン
ト

①
オ
イ
ル
で
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

成
長
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
（
要
予
約
）

開
催
日　

12
月
12
日（
月
）、
26
日（
月
）

●【
無
料
】
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

開
催
日　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日　

※
申
込
不
要

　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
次
週
に
振
替
）

時　

間　

20
時
〜
21
時
30
分

場　

所　

櫛
形
総
合
体
育
館

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物

お
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

電
話
（
２
８
２
）
７
７
７
８

●
安
藤
家
住
宅
で
ミ
ニ
門
松
作
り

　

来
年
も
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
願
い

を
込
め
て
手
作
り
し
ま
し
ょ
う
。
テ
ー
ブ
ル
な

ど
手
軽
に
飾
れ
る
サ
イ
ズ
で
す
。

開
催
日　

12
月
17
日（
土
）

時　

間　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所　

重
要
文
化
財
安
藤
家
住
宅

定　

員　

25
名
（
抽
選
）

参
加
費　

７
０
０
円

申　

込　

12
月
１
日（
木
）〜
８
日（
木
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
文
化
財
課

　

電
話
（
２
８
２
）
７
２
６
９

●
綿
摘
み
と
糸
紡
ぎ
体
験

開
催
日　

12
月
４
日（
日
）

時　

間　

10
時
〜

場　

所　

湯
沢
公
園

参
加
費　

会
員
１
，０
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
１
，５
０
０
円

定　

員　

20
名

内　

容　

湯
沢
公
園
か
ら
畑
に
移
動
し
、
綿
の

　

収
穫
を
し
た
後
、
公
園
管
理
棟
（
室
内
）
に
て

　

糸
紡
ぎ
体
験
を
し
ま
す
。

※
汚
れ
て
も
良
い
暖
か
い
服
装
、
靴
で
ご
参
加

　

く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
糸
紡
ぎ
の
み
と
な
り
ま
す
。

申
込
・
お
問
合
せ
／

　

南
ア
ル
プ
ス
コ
ッ
ト
ン
倶
楽
部  

笹
野

　
　
　

電
話  

０
８
０（
９
８
０
８
）６
１
６
５

●
シ
ャ
ン
ブ
レ
イ
事
業
第
90
弾　

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
夕
べ

　
「
ア
ル
パ
」
の
調
べ
に
の
せ
て

 

開
催
日　

12
月
18
日（
日
）

時　

間　

19
時
30
分
〜

時　

間　

10
時
30
分
〜
12
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

対　

象　

２
ヵ
月
か
ら
１
歳
半
ま
で
の
赤
ち
ゃ

　

ん
と
マ
マ

参
加
費　

１
，２
０
０
円

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
写
真
２
〜
３
枚

申　

込　

担
当  

内
藤    

　
　
　

電
話  

０
９
０（
５
４
９
５
）６
１
０
０

②
耳
つ
ぼ
・
ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で

　

リ
フ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
？

開
催
日　

12
月
４
日（
日
）、
11
日（
水
）

時　

間　

13
時
〜
17
時

場　

所　

や
ま
な
み
の
湯

参
加
費　

１
，０
０
０
円

   お
問
合
せ
／
や
ま
な
み
の
湯 　

電
話
（
２
８
０
）３
３
４
０

場　

所　

若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出　

演　

ア
ル
パ
奏
者　

渡
邊
桐
子
さ
ん

内　

容　

ア
ル
パ（
パ
ラ
グ
ア
イ
の
ハ
ー
プ
）の

　

演
奏
と
毎
年
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
す
。

参
加
費　

５
０
０
円
（
茶
菓
子
付
）

お
問
合
せ
／
若
草
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
３
）
８
３
１
１
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●
山
梨
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

部
員
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
が
大
好
き
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や

っ
て
み
た
い
女
子
小
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

未
経
験
者
で
も
丁
寧
に
、
基
本
か
ら
指
導
し
ま

す
の
で
安
心
し
て
お
預
け
下
さ
い
。　

　

子
ど
も
た
ち
、
ス
タ
ッ
フ
、
保
護
者
が
一
体

と
な
り
、
い
つ
も
明
る
く
、
一
生
懸
命
に
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
体
験
入
部
を
。

対　

象　

小
学
1
年
〜
5
年
生
（
女
子
）

練
習
日　

土
曜
日
、
日
曜
日

時　

間　

９
時
〜
12
時

場　

所　

若
草
南
小
学
校
他

持
ち
物　

運
動
着
、
帽
子
、
グ
ロ
ー
ブ
、
タ
オ 

　

ル
、
水
筒

　
　お
問
合
せ
／
山
梨
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ  

北

　
　
　

電
話  

０
９
０（
５
５
４
２
）９
７
９
４

●
桃
の
郷
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

小
学
生
か
け
っ
こ
教
室

　

速
く
走
る
に
も
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ツ
を

つ
か
み
「
速
く
な
っ
た
」「
走
る
の
っ
て
楽
し
い
」

を
実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

12
月
24
日（
土
）

時　

間　

13
時
〜
14
時
30
分
（
受
付
12
時
30
分
）

場　

所　

山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

持
ち
物　

動
け
る
服
装
・
靴
、
水
筒
、
タ
オ
ル

講　

師　

永
坂
佳
紀 

氏（
桃
の
郷
Ａ
Ｃ
代
表
）
他

申
込
・
お
問
合
せ
／
桃
の
郷
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

事
務
局　

　
　

電
話  

０
８
０（
７
７
２
０
）２
２
６
０

 

市
民
か
ら

●
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ
＆

　

バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト  

　

バ
レ
エ
と
マ
ル
シ
ェ
で
素
敵
な
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ブ
を
過
し
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　

12
月
24
日（
土
）

時　

間　

○
マ
ル
シ
ェ　

11
時
〜
17
時

○
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト　

13
時
（
開
場
12
時
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館

内　

容　

○
マ
ル
シ
ェ　

手
作
り
雑
貨
、
パ
ン
、フ
ラ
ワ
ー

　

ア
レ
ン
ジ
、
観
葉
植
物
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

　

リ
メ
イ
ク
服
、
和
小
物
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

○
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト　

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

　

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

申
込
・
お
問
合
せ
／
平
林
美
奈
子
舞
踊
研
究
所

　

電
話
（
２
８
２
）
５
２
０
９

http://w
w
w
13.plala.or.jp/m

inako-ballet/

市
民
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト  

●
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
。
多
彩
な
音
色
と

ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
と
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

12
月
23
日（
金
・
祝
）

時　

間　

16
時
（
開
場 

15
時
30
分
）

場　

所　

桃
源
文
化
会
館 

出　

演

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
：
ジ
ャ
ン
＝
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

　

メ
ル
カ
ー
ル
ト
（
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

ホ
ー
ル
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
）

　

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
：
奥
村 

晃
（
新
日
本
フ
ィ
ル 

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
）

入
場
料  

（
全
席
自
由
）

　
　
　
　

一
般  

１
，５
０
０
円　

　
　
　
　

高
校
生
以
下  

５
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
／
桃
源
文
化
会
館

電
話
（
２
８
４
）
３
４
１
１

●
県
民
の
森  

森
林
科
学
館
教
室
案
内

 

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

県
民
の
森
を
歩
き
、
そ
こ
に
集
ま
る
様
々
な

野
鳥
た
ち
を
解
説
付
き
で
観
察
し
ま
す
。

開
催
日　

12
月
24
日（
土
）
雨
天
中
止

時　

間　

９
時
〜
11
時

場　

所　

県
民
の
森

申　

込　

電
話
に
て
受
付

定　

員　

な
し
（
参
加
無
料
）

申
込
・
お
問
合
せ
／
森
林
科
学
館　

電
話
（
２
８
３
）５
７
１
８

●
新
春
特
別
企
画  

映
画
会

開
催
日　

１
月
７
日（
土
）

時　

間　

14
時
〜
16
時
10
分

題　

名　
「
蟬
し
ぐ
れ
」（
原
作  

藤
沢
周
平
）

場　

所　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

申　

込　

不
要
（
参
加
無
料
）

お
問
合
せ
／
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
８
０
）
３
３
０
０

　

櫛
形
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
（
２
８
２
）
７
２
８
６

●
第
27
回
障
害
者
の
主
張
大
会
開
催

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る

「
障
害
者
の
主
張
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
が
共

に
尊
重
し
あ
い
暮
ら
す
社
会
（
共
生
社
会
）
を

テ
ー
マ
に
広
く
県
民
か
ら
募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー

と
標
語
の
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
併
せ
て
行
い

ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
の
思
い
を
知
り
、
障
害

や
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
共
生
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
大
勢
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

12
月
８
日（
木
）

時　

間　

13
時
〜
16
時

場　

所　

県
防
災
新
館
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア

内　

容　

障
害
者
に
よ
る
意
見
発
表
、
講
演
会

　

ま
た
は
舞
台
発
表
、
や
ま
な
し
心
の
バ
リ
ア

　

フ
リ
ー
推
進
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
の
表
彰
式

お
問
合
せ
／
県
障
害
福
祉
課

電
話
（
２
２
３
）
１
４
６
０

　

県
障
害
者
福
祉
協
会

電
話
（
２
５
２
）
０
１
０
０

●
有
機
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
開
催

　

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
知
識
を
深
め
、
取

り
組
み
の
拡
大
を
進
め
る
催
し
で
す
。

開
催
日　

12
月
26
日（
月
）

時　

間　

10
時
30
分
〜

場　

所　

県
立
図
書
館

内　

容　

講
演
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

　

総
合
質
疑
、
交
流
会

参
加
費　

無
料
（
交
流
会
は
１
，０
０
０
円
）

お
問
合
せ
／
県
農
業
技
術
課

　
　
　
　
　
　
　

電
話
（
２
２
３
）
１
６
１
８
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●企業局関係 お問合せ／企業局総務課　TEL.282-2016

お問合せ／管財契約課　TEL.282-6092●市役所関係
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開札日 件　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

10月5日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（飯野１工区） 飯野地内 三和住設㈱ 26,136,000

10月5日 公共下水道事業に伴う給配水管布設替補償工事（飯野２工区） 飯野地内 ㈲清水総合工業 10,454,400

10月5日 低水圧改良に伴う給配水管布設工事（有野工区） 有野地内 ㈲東設備 3,661,200

10月5日 御手洗川橋梁添架詳細設計・測量業務委託 上宮地地内 新都市設計㈱ 2,786,400

開札日 件　　名 履行場所 請　負　者 契約金額（円）

10月  3日 公共下水道管渠布設工事（上今諏訪１工区） 上今諏訪地内 ㈲三友建材土木 15,876,000

10月  3日 市内農道区画線修繕工事（南部地区） 市内 ㈱ニッコー保安施設 3,769,200

10月  3日 公共下水道管渠実施設計・土質調査業務委託（六科工区） 六科地内 新都市設計㈱ 南アルプス支店 14,148,000

10月  3日 櫛形西小学校樹木剪定業務委託 上市之瀬地内 ㈱明桃園 1,609,200

10月  3日 八田中学校樹木剪定業務委託 榎原地内 野田造園 950,400

10月  3日 若草小学校樹木剪定伐採業務委託 寺部地内 ㈲春日園 907,200

10月  3日 若草中学校樹木剪定伐採業務委託 加賀美地内 ㈲春日園 626,400

10月20日 市営荊沢団地12号棟アスベスト除去工事 荊沢地内 西山塗装㈱ 7,776,000

10月20日
南アルプス市議会議員一般選挙ポスター掲示場　設置・管理・撤去
業務委託

市内
㈱フロンティアサイトー
南アルプス営業所 8,129,160

10月20日 平成29年度健康づくり日程表印刷業務 飯野地内 ㈲クリップ 1,318,680

10月20日 デジタル複写機借入れ（ふるさと文化伝承館） 野牛島地内
富士ゼロックス多摩㈱
山梨営業部 44,928

10月20日 デジタル複写機借入れ（教育総務課） 鮎沢地内
富士ゼロックス多摩㈱
山梨営業部 46,146

10月20日 デジタル複写機借入れ（白根窓口サービスセンター） 飯野地内 ㈲丸栄商事 48,600

10月20日 デジタル複写機借入れ（若草中学校） 加賀美地内 ㈱マルモ 営業本部 37,670

10月20日 デジタル複写機借入れ（芦安小学校） 芦安安通地内 ㈱マルモ 営業本部

㈱

18,014

10月20日 デジタル複写機借入れ（南アルプス消防署） 十五所地内 ㈱マルモ 営業本部 16,632

10月20日 デジタル複写機借入れ（八田消防署） 六科地内 ㈱マルモ 営業本部 16,632

10月20日 デジタル複写機借入れ（八田中学校） 榎原地内 ㈱正直堂 南アルプス店 41,256

10月24日 公共下水道管渠布設工事（飯野１工区） 飯野地内 島村工業㈱ 43,308,000

10月24日 公共下水道管渠布設工事（飯野２工区） 飯野地内 山本建設㈱ 33,048,000

10月24日 公共下水道管渠布設工事（和泉１工区） 和泉地内 村松建設㈱ 31,860,000

10月24日 白根百田第二児童クラブ新築工事 百々地内 ㈱米山住研 44,820,000

10月24日 芦安小学校屋外照明施設ＬＥＤ化工事 芦安安通地内 電気のフジマキ 20,466,000

10月24日
八田中学校校舎他非構造部材
（多目的ホール天井・3階吹抜防火シャッター）耐震補強工事

榎原地内 ㈲岡田工建 20,358,000

10月24日 公園施設長寿命化対策テニスコート改修工事 鏡中条地内 ㈱幸武 19,051,200

10月24日 若草１号線道路改良工事２工区 寺部地内 ㈱三木工務所 20,304,000

10月24日 史跡将棋頭３Ｄ点群データ計測及び写真測量等業務委託 有野地内 ㈱テクノプラニング 甲信支店 1,836,000


